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Redistribution Prohibited 再配布禁止 

中国タクシー配車アプリ、ライバル合併で業界に衝撃！ 
 

株式会社クララオンライン 
コンサルティングチーム 

 

<要約と結論> 

タクシー配車アプリの「滴滴打車」と「快的打車」が 2 月 14 日に合併することを発
表した。両社は 1 年以上に渡って激しいユーザー獲得競争を繰り広げていたことから、
発表当日がバレンタインデーということもあり、ネット上では長年のライバル同士が突
然の“電撃婚”をしたと話題になっている。詳細は春節(旧正月)の連休明けに発表され
る見通しだが、新会社を設立してタクシー配車のみならずハイヤーや専用車の手配サー
ビスにも力を入れるという。将来の上場も視野に入れている模様で動向が注目される。 

1. バレンタインに電撃婚！？二大アプリが合併発表 

 2015 年 2 月 14 日、タクシー配車アプリの「滴滴打車」と「快的打車」が戦略的合併

を行うことが明らかになった。両社は新会社を設立するが、少なくとも半年間は双方の

CEO が共同で新会社の CEO を担い、お互いのブランドと事業体制は維持しながら内部

統合作業を進めるという。また今回の合併は株式の交換によって行い、上場計画を含む

詳細は春節(旧正月)の連休明けに改めて発表するとしている。 

 滴滴打車の程維 CEO によれば、合併交渉は「全国民への

バレンタインプレゼント」として 2 月 14 日の発表を前提

に進められ、わずか 22 日間で合意に至ったという。滴滴打

車は騰訊(テンセント)グループ、快的打車は阿里巴巴(アリバ

バ)グループに属しており、両社はこれまで 1 年以上に渡っ

てし烈なシェア争いを繰り広げてきた。しかし不毛な消耗戦をいち早く終わらせ、次の

一手としてハイヤー・リース事業を拡大したいという考えは双方共通で、早い段階から

タクシー配車サービスの可能性に巨額の投資を行ってきた投資家らの意向も早期の合

意を後押ししたようだ。なお 2015 年 1 月にはソフトバンクグループも阿里巴巴などと

共同で快的打車に対し総額 6 億ドルを出資している。 
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2. 独禁法に抵触？合併で利用者が減る可能性も 

 ハイヤー手配サービスを手掛ける「易到用車」は、タクシー配車アプリ市場における

新会社のシェアが 95%を超えることなどを理由に独占禁止法違反の疑いで調査を行う

よう当局に訴えている。同様の指摘をする専門家も多いが、タクシーの登録台数に対す

るアプリの普及率は 1 割未満にとどまっており、快的打車の陶然 CEO は「都市部にお

けるタクシー・ハイヤー市場は非常に大きく、バスや地下鉄、運転代行などを含めれば

業界でのシェアはわずかだ」として独占禁止法には抵触しないと説明している。 

 一方、タクシー配車アプリの利

用者側は“補助金”名目のキャッ

シュバックにしか関心がないよ

うだ。大手ポータルサイトの新浪

(Sina)が行ったネット調査では、

回答者の 50.5%が「タクシー補助

金が継続されるかどうかにしか

興味がない」と答えている。また

「合併後に補助金が廃止された

場合アプリを利用しない」と答えた人は全体の58.2%に上っている(2月17日16 時時点)。 

合併後の具体的な計画はまだ明らかでないが、潤沢な資金と人材を集中するとともに

上場による資金調達を経て、有利に事業拡大を進めていくことが予想される。タクシー

配車サービスの認知度はすでに一定の水準に達しており、二大アプリの合併は市場競争

が新たなステージへ移ったことを意味する象徴的な事件と言えそうだ。 

 本レポートに含まれる情報は一般的なご案内であり、包括的な内容であることを目的としており
ません。また法律・条令の適用と影響は、具体的な状況によって大きく変化いたします。具体的
な事業展開にあたってはクララオンライン コンサルティングサービスチームより御社の状況に
特化したアドバイスをお求めになることをおすすめいたします。また本書の内容は 2015 年 2 月
17 日時点で編集されたものであり、その時点の法律及び情報、為替レートに基づいています。 

本書はクララオンライン コンサルティングサービスチームにより作成されたものです。クララオンラ
インの中国、台湾、韓国、シンガポールなどアジア各国のインターネットコンサルティングサービス
に関するお問い合わせは以下の連絡先までお気軽にご連絡ください。 

asia@clara.ad.jp または +81(3)6704-0776 

 

http://survey.tech.sina.com.cn/result/107389.html 
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